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【令和２(2020)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

◯ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、パンルヴェ方程式等の可積分系に表れる相空間を放物接続のモジュライ空間として捉え、

接続のモノドロミー保存変形の方程式の解やτ関数の漸近展開、特に WKB 解析を h-接続のモジュラ

イ理論として、自然に定式化し、数学的に深く理解することを目的としている。 

モノドロミー保存変形の漸近展開の幾何学の確立を目指す課題では、これまでに、分岐する不確定特

異点を許す接続の場合への代数幾何学的基本定理の拡張など多くの成果が上がっている。また、高次元

双有理幾何学の研究とその可積分系への応用を目指す課題や、種々の量子不変量とモジュライ空間や

ミラー対称性の数学的理解を深める課題においても重要な進展が認められる。なかでも、幾何学的ラン

グランズ対応に関する研究において、発展性のある研究結果が得られており、今後の研究の進展が期待

できる。大規模な研究組織であるにもかかわらず、研究代表者の指導的な組織力が十全に発揮され、有

機的に統合された構想のもとに多数の具体的な研究成果が着実に上がっている点は高く評価できる。 


